
-平成28年度事務事業実績評価表 政策№ 8 施策№ 82 事業№ 6 2

事務事業名 三遠南信及び中京圏との交流推進事業
会計 一般会計 実施区分 継続

事業種別 政策 開始 終了
H29作成課等名 企画課 H29係等名 大学・三遠南信連携係 H28担当課等名 企画課

基本計画上
の位置づけ

政策 8 山・里・街の魅力を高め、交流と連携によるグローバルなまちづくり

施策 82 三遠南信・中京圏の連携推進

目
的

対象（誰・何を） 市民
対
象
指
標

指標名及び単位 28年度数値

飯田市の人口 100957

意図（どういう状態
にするか）

三遠南信･中京圏との交流・連携を深める。

向上させたい上位施
策の成果指標

三遠南信・中京圏との都市間交流に参加している市民の
割合

目
標

種別 指標名及び単位 27年度計画 27年度実績 28年度計画 28年度実績 備考（指標変更など）

成果
指標

三遠南信・中京圏との交流に参加している市民の割合 14 10.5 15 8.9

成果
指標

三遠南信・中京圏との連携や交流が重要だと思う市民の
割合

84 71.4 85 71.6

定性
目標

三遠南信地域を中心にして、中京圏や全国の地域との交流を進め、行政、経済、住民活動等様々な分野の交流連携を一層深
める。これにより、自立性の高い広域圏を実現し、県境を越えた地域づくりのモデルとして重要な役割を果たしていく。

事
業
概
要

飯田市民の三遠南信地域及び中京圏への連携意識を高め、交流人口の増加に通ずる事業を推進する
　１　越境地域連携の先進的な取り組みとして注目されている、三遠南信地域連携ビジョン推進会議（SENA）の取り組みを軸に
　　　三遠南信連携事業を推進する
　２　産学官のみならず、三遠南信地域内の住民団体の連携組織である「三遠南信住民ネットワーク協議会」などの活動を支援
　　　することで、住民レベルからの連携強化を図る
　３　リニア中央新幹線開業を見据え、三遠南信地域だけでなく、名古屋（愛知県）・中津川（岐阜県）など中京圏の情報収集を
　　　行い、得た情報を住民団体等に還流させることで、中京圏との連携も視野に入れた取り組みを行う

事業内容 名称 活動指標

28
年
度
事
業
内
容

１　三遠南信地域の広域連携を推進するための取り組み
　（１）SENA構成団体としての取り組み
 総会・委員会・幹事会・事業部会・重点PJへの参画、サミット開催（当番地
区）の支援、参加
　（２）新たな連携の検討（広域連携研究会・日本遺産）
２　市民交流活動への支援
　（１）南信州交流の輪への活動支援（会議運営、事業補助、情報交換等）
　（２）三遠南信住民ネットワーク協議会オブザーバ参加（情報交換等）
３　市民への啓発活動（情報収集・情報提供等）
　ウェブサイト等（市やSENA）を利用した情報発信を行い、東三河・遠州、
中京圏への市民意識の向上を図る

１　会議出席回数
２　会議等出席回数
３　情報収集及び情報提供

１　　21　回
２　　21　回
３　　16　回

事業コスト 27年度決算額 28年度予算額 28年度決算額 29年度繰越額 特定財源内訳、補足

事業費計（千円）① 214 161 71 0

国庫支出金

県支出金

起債

その他

一般財源 214 161 71

人件費計（千円）② 6,437 6,437 6,437 0

正規職員所要時間 1,800 1,800 1,800

臨時職員所要時間

総事業費①+② 6,651 6,598 6,508 0

事業内容・目
標達成状況
の振り返り

地域間の更なる交流・連携を図るため、新たな広域連携を目指し、浜松市や豊橋市とともに事務局として、三遠南信地域広域
連携研究会の運営を行った。また、サミットについては、当番地区としてSENA事務局と連携し開催にあたった。中京圏につい
ては、岐阜市をはじめとした災害時相互応援協定を締結しているが、今後新たな都市間交流に向けた取り組みについての検
討を行っている。

改革改善
の考え方

①問題
点

現状の三遠南信地域での交流や情報発信は、固定されたメンバーによる取り組みが主力となっているが、メンバー自
体の高齢化などの課題があり、新たな活力の導入や取り組みの仕方の見直しなどが求められている。

②改革
提案

伝統芸能や伝統食などに代表される、「三遠南信独自の魅力」について、様々なツールを用いて情報発信を行い、外
部のファンを獲得するとともに、住民の皆様にこの地域に誇りをもってもらい、共に活動していただける人材を確保でき
るよう図る。


